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ご協力ありがとうございました。
いよいよ今秋全国で上映されます！ご期待ください！

映画『人生映画『人生、 いろどり』撮影終了いろどり』撮影終了！映画『人生、 いろどり』撮影終了！
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上
勝
町
長
　

笠  

松  

和  

市

平
成
二
十
四
年
度

上
勝
町
施
政
方
針

上
勝
町
施
政
方
針

上
勝
町
施
政
方
針

上
勝
町
施
政
方
針

上
勝
町
施
政
方
針

一
、
上
勝
町
持
続
可
能
な 

　
美
し
い
町
づ
く
り
基
本 

　
条
例
︵
仮
称
︶
の
制
定

　
長
期
展
望
百
年
〜
数
百
年
の

大
計
に
立
っ
て
、
少
子
高
齢
社

会
・
過
疎
か
ら
の
脱
却
、
森
林
・

農
地
の
荒
廃
を
克
服
し
、
美
し

い
集
落
再
生
を
実
現
、
世
界
で

初
め
て
の
﹁
持
続
可
能
な
地
域

社
会
モ
デ
ル
﹂
を
目
指
す
た
め
、

普
遍
的
な
ま
ち
づ
く
り
﹁
上
勝

町
持
続
可
能
な
美
し
い
町
づ
く

り
基
本
条
例
﹂︵
仮
称
︶
を
制
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

二
、
美
し
い
集
落
再
生

　
　
　
　
　
　
　

の
支
援

　
専
任
の
集
落
支
援
員
︵
嘱
託
︶

二
名
を
企
画
環
境
課
に
配
置
し
、

集
落
再
生
を
支
援
、
地
職
住
を

推
進
、
限
界
集
落
か
ら
脱
却
し
、

﹁
美
し
い
持
続
可
能
な
地
域
社

会
︵
集
落
再
生
︶﹂
を
目
指
し
ま

す
。 三

、
地
職
住︵
地
域
資
源
を

　
活
用
し
、職
場
を
つ
く
り
、

　
地
域
に
住
む
︶の
推
進 

　
国
の
新
し
い
公
共
事
業
や
過

疎
債
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
小
水

力
、
太
陽
、
風
力
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、

現
在
の
農
林
産
物
等
の
地
域
資

源
を
活
用
し
自
給
と
創
富
力
を

高
め
る
。
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
買
い
物
支
援
や
農
産
物
等

の
販
売
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。 

四
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト 

　︵
無
駄
浪
費
を
ゼ
ロ
に
近

　
づ
け
る
︶
政
策
の
推
進 

　
二
〇
二
〇
年
を
目
標
に
し
た

﹁
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
﹂

実
現
の
た
め
、
住
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
て
、
分
別
資
源
化

と
﹁
資
源
回
収
利
用
法
︵
仮
称
︶﹂

の
法
律
制
定
等
に
努
力
し
ま
す
。

五
、
住
宅
整
備
の
推
進

　
住
宅
用
地
の
確
保
、
宅
地
造

成
、
住
宅
整
備
、
空
き
家
利
用

を
推
進
し
、
超
高
齢
社
会
か
ら

の
脱
却
を
目
指
し
ま
す
。
住
宅

用
地
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

六
、
農
業
後
継
者
の
育
成

　
農
業
生
産
法
人
な
ど
新
し
い

仕
組
み
を
調
査
研
究
し
、
農
業

後
継
者
の
確
保
育
成
を
目
指
し
、

農
業
研
修
生
等
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
し
ま
す
。 

七
、
職
員
、
議
員
、

　
　
　
　

住
民
等
の
研
修

　
持
続
可
能
な
美
し
い
地
域
社

会
、
集
落
再
生
、
過
疎
脱
却
等

を
実
現
す
る
た
め
、
職
員
、
議

員
、
住
民
等
の
研
修
計
画
を
立

て
、
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

八
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
活
用

　
こ
の
秋
、
映
画
﹁
人
生
い
ろ

ど
り
﹂
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
九

月
一
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま

で
第
二
十
七
回
国
民
文
化
祭
が

徳
島
県
で
開
催
さ
れ
、
本
町
は

五
年
前
の
現
代
ア
ー
ト
を
活
用

し
て
、
か
み
か
つ
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
里
山
の
再
生
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
ど
り
、
棚
田
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
、
現
代
ア
ー
ト
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
、
修
学

旅
行
生
の
受
け
入
れ
や
農
産
物

等
の
有
利
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

23

１．月ヶ谷温泉バンガロー

２．水車小屋

３．水車小屋・バンガロー竣工祭

４．野尻ふれあい荘

５．野尻ふれあい荘

６．役場玄関の多目的トイレ

７．役場前ガレージ

８．旧教員住宅を上勝町藤川宿泊施設に改修

　
三
月
議
会
に
於
い
て
、
施
政

方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
四
月
一
日
か
ら
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
産
業
課
業
務
が
産
業
課

と
企
画
環
境
課
に
分
か
れ
ま
す
。

＊写真 １、２、３、４、５

　森林整備加速化・林業再生事業により整備 

　（地域材の需要拡大とＰＲ）

＊写真 ６、７、８

　きめ細やかな交付金事業により整備 

　（地域材の需要拡大とＰＲ）

　双方の地域材（杉）の魅力をご覧下さい
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映
画
﹃
人
生

映
画
﹃
人
生
、い
ろ
ど
り
﹄

い
ろ
ど
り
﹄ 

ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

映
画
﹃
人
生
、い
ろ
ど
り
﹄ 

ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

映画『人生、いろどり』 

　　　　クランクアップ

　
映
画
﹃
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹄

の
ロ
ケ
が
二
月
二
十
一
日
上
勝

町
内
で
の
撮
影
を
最
後
に
ク
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
二
月
十
九
日
に
鳴
門
市
内
の
ホ

テ
ル
リ
ッ
ジ
で
始
ま
っ
た
徳
島
県

内
で
の
ロ
ケ
は
、
二
十
一
日
傍
示

で
行
わ
れ
た
㈱
い
ろ
ど
り
社
長
の

横
石
知
二
さ
ん
が
モ
デ
ル
の
、
平

岡
祐
太
さ
ん
が
演
じ
る
農
協
職
員

江
田
晴
彦
の
結
婚
に
伴
う
花
嫁
行

列
を
最
後
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
ロ
ケ
は
、
町
内
エ
キ
ス

ト
ラ
五
十
人
を
含
め
、
主
人
公
の

徳
本
薫
役
の
吉
行
和
子
さ
ん
、
横

石
社
長
も
参
加
し
、
満
開
の
桜
の

下
、
多
く
の
人
々
に
祝
福
さ
れ
な

が
ら
花
嫁
行
列
が
通
り
、
華
麗
に

桜
吹
雪
が
舞
う
と
い
う
美
し
い
シ

ー
ン
で
し
た
。

　
桜
は
、
町
内
の
彩
農
家
が
こ
の

撮
影
日
に
あ
わ
せ
て
満
開
と
な
る

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
丹

精
込
め
て
ふ
か
し
を
し
た
も
の
で

し
た
。
今
年
は
厳
し
い
寒
さ
が
続

き
、
映
画
に
合
わ
せ
て
、
満
開
に

す
る
た
め
に
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
二
月
二
十
日
に
は
、
小
松
島
市

出
身
の
大
杉
　

さ
ん
が
、
福
原
で

ロ
ケ
を
行
い
、
冷
害
に
よ
り
地
元

で
の
栽
培
を
あ
き
ら
め
て
町
を
去

る
と
い
う
役
を
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く
落

ち
着
い
て
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　
大
杉
さ
ん
を
は
じ
め
、
主
演
の

吉
行
さ
ん
も
声
を
揃
え
て
﹁
元
気

の
も
ら
え
る
映
画
に
な
る
の
で
、

是
非
期
待
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
お

話
し
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
御

法
川
修
監
督
は
﹁
上
勝
町
の
方
、

出
演
者
の
方
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ

に
な
っ
て
映
画
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
﹂
と
感
激
し
た
面
持

ち
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
は
じ
め
、
製
作
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
映
画
﹃
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹄

は
、
こ
れ
か
ら
東
京
の
ス
タ
ジ
オ

で
フ
ィ
ル
ム
の
編
集
作
業
を
行
い
、

三
月
末
に
は
完
成
予
定
で
、
映
画

の
公
開
は
今
秋
に
な
り
ま
す
。
そ

の
と
き
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

右
か
ら
吉
行
和
子
、
藤
竜
也
、
粟
田
麗
、 

中
尾
ミ
エ
、
螢
雪
次
朗
︵
敬
称
略
︶

多
く
の
取
材
陣
や
観
客
が
見
守
る
中
、

撮
影
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
国
四
川
震
災
地
区
の
ゴ
ミ
処
置

循
環
利
用
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
国
際
協
力
機
構
か
ら
平
成
二
十

二
年
度
〜
二
十
四
年
度
草
の
根
技

術
協
力
事
業
の
助
成
を
受
け
、
引

き
続
き
平
成
二
十
四
年
二
月
〜
三

月
に
六
日
間
、
中
国
・
四
川
省
の

震
災
を
受
け
た
一
地
区
の
村
、
モ

デ
ル
村
、
ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
処
理

場
な
ど
ゴ
ミ
処
理
の
実
態
調
査
等

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
並
び
に
役
場
職
員

が
訪
問
し
た
。

　
四
川
省
は
、
四
川
大
地
震
が
発

生
、
大
き
な
被
害
を
受
け
、
復
興

を
機
に
﹁
美
し
い
山
、
川
を
つ
く

る
﹂
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
ゴ

ミ
の
処
理
方
法
も
見
直
す
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
町
の

ゴ
ミ
処
理
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
日
本
も
未
曾
有
の
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
復
興
に
全
力

を
注
い
で
い
る
が
、
大
量
の
が
れ

き
の
ゴ
ミ
処
理
な
ど
に
苦
労
し
て

い
る
現
実
が
あ
る
。
平
成
二
十
三

年
度
中
国
四
川
の
村
の
指
導
者
の

訪
日
を
計
画
し
て
い
た
が
派
遣
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思
う
。

中
国
四
川
の
震
災
地
区
の
農
村
の

ゴ
ミ
の
処
理
方
法
を
見
直
し
て
い

る
が
、
住
民
へ
の
普
及
啓
発
活
動

は
時
間
が
必
要
で
容
易
で
な
い
。

　
こ
の
度
の
派
遣
協
議
に
よ
り
四

川
省
と
上
勝
町
が
﹁
二
〇
一
二
年

度
︵
美
し
い
山
と
川
を
再
生
す
る

︱
四
川
震
災
地
区
の
農
村
ゴ
ミ
処

理
と
循
環
利
用
の
中
日
の
相
互
訪

問
協
力
︶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
約

が
締
結
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
四
年
度
の
派
遣
日
程
が

明
ら
か
に
な
り
中
国
四
川
か
ら
の

訪
日
が
実
現
す
る
見
込
み
に
な
っ

た
。
本
町
の
ご
み
ゼ
ロ
︵
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
︶
施
策
の
取
り
組
み

を
研
修
し
住
民
と
協
働
し
展
開
し

て
い
る
実
態
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の

経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
中
国
四

川
の
ゴ
ミ
処
理
の
普
及
啓
発
に
寄

与
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。

　
中
国
四
川
の
村
単
位
で
モ
デ
ル

的
に
ご
み
処
理
の
二
分
別
方
式
を

導
入
し
て
い
た
が
、
今
回
の
モ
デ

ル
村
の
派
遣
活
動
に
お
い
て
一
分

別
方
式
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
な
か
な
か
ゴ
ミ
分
別

の
徹
底
は
厳
し
い
実
態
で
あ
る
。

ま
た
、
村
の
悩
み
は
ゴ
ミ
の
最
終

処
分
で
、
農
村
部
の
ゴ
ミ
の
最
終

処
理
方
法
は
、
埋
め
立
て
処
理
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
川

環
境
教
育
宣
伝
セ
ン
タ
ー
の
配
慮

に
よ
り
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
地
の
現

地
調
査
が
で
き
た
。
大
量
の
ゴ
ミ

を
埋
め
立
て
処
理
し
て
い
る
が
、

汚
水
対
策
は
浄
化
槽
を
設
置
し
処

理
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
埋
め
立
て
処
理
場
が
点
在
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
環
境
面

か
ら
ゴ
ミ
の
出
な
い
施
策
が
重
要

で
あ
る
。

　
こ
の
現
状
調
査
内
容
を
踏
ま
え
、

今
後
の
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
村

を
指
導
す
る
立
場
の
幹
部
が
訪
日

す
る
の
で
、
町
の
考
え
や
住
民
へ

の
意
識
啓
発
手
法
に
加
え
、
家
庭

ご
み
が
最
終
処
分
さ
れ
る
ま
で
の

流
れ
な
ど
紹
介
す
る
実
地
研
修
を

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
特
に
、
今

回
の
調
査
で
は
二
分
別
処
理
方
法

が
一
分
別
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
指
導
の
や
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
四

川
の
村
で
の
現
地
指
導
で
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
わ
か
り

や
す
い
啓
発
用
教
材
で
説
明
で
き

た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

常
に
お
互
い
の
隣
国
同
志
の
意
志

疎
通
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　  

上
勝
町
産
業
課
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使
用
さ
れ
て
い
な
い
２
分
別
の 

ゴ
ミ
箱
と
新
し
く
使
用
さ
れ
て
い
る
分
別 

な
し
の
ゴ
ミ
箱

　
︵
徳
　

什
　

市
洛
水
鎮
連
合
村
十
七
組
︶

2/29　実際にゴミ箱を使用している様子（徳　市）

３/１　ゴミ埋め立て最終処分場（徳　市）

2/27　村の幹部や清掃担当者等と意見交換会
　　　（徳　什　市洛水鎮連合村十七組）



　上勝中学校１年生の酒井聖輝君（福原）が、「僕にできること」と題した

作文で、全国第２席にあたる優秀賞（国土交通事務次官賞）に輝きました。

　これは、国土交通省などが全国の小中学生を対象に募集した「土砂災害

防止に関する絵画・作文コンクール」の中学校作文部門に応募したもので、

作文には土砂災害防止に関するしっかりとした考えや環境保全、災害対策

など、日常生活の中で感じていることなどが自分の言葉で綴られています。

全国第２席　優秀賞全国第２席　優秀賞（国土交通事務次官賞（国土交通事務次官賞）全国第２席　優秀賞（国土交通事務次官賞）

酒 井 聖 輝 君（上勝中学校１年）

上勝産の有機野菜が優秀賞を受賞！
　去る２月19日①、小松島ミリカホールで全国有機農業推進

協議会四国実行委員会主催による「オーガニック・フェスタ

2012 i n 四国」が開催され、有機野菜のコンテストにおいて、

上勝町内で生産された有機野菜が３つの「優秀賞」を受賞しました。

受賞者・受賞内容については、次のとおり

● 栄養価コンテスト優秀賞　

 ・ほうれん草部門（商品名 スイートほうれん草） 阿部正臣（大字旭）

　東京デリカフーズによる「糖度」・「硝酸イオン量」・「ビタミンC」・

　「抗酸化力」の４成分の分析結果により、今回の出品野菜の中で、

　最も栄養価の高い野菜という評価をいただきました。

● 美味しさコンテスト優秀賞

 ・ほうれん草部門（商品名 スイートほうれん草） 阿部正臣（大字旭）

 ・小松菜部門　有機農業研究会ガールズチーム 

　　　　　　　（小西恵子・植松絵里奈・中野祐里） 

　当日試食　投票による審査で最も美味しいという賞を２品目

で受賞しました。

　今回の受賞は、上勝町有機農業研究会において、土壌検査に基づいた施肥設計を徹底して行い、

土作りに努めた結果であり、これを励みに、より安全で栄養価が高く美味しい上勝野菜を今後も生

産していきたいと考えています。また、上勝の有機野菜は、町内宅配や温泉前のマルシェ・小松島

市内の大型スーパー・とくしまマルシェ等での販売も行っていますので、是非、地元の美味しい野

菜をお試し下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  有機農業研究会　小西

徳
島
か
み
か
つ
映
像
コ
ン
テ
ス
ト 

　
　
　
　
　

２
０
１
２
結
果
発
表
！

 

テ
ー
マ
﹁
里
山
の
風
景
﹂

金
賞

作
品
名  

満
月
と
見
た
上
勝

作
者
名  

今 

出 

光 

俊

　
　
　
　
　

︵
福
岡
県
︶

銀
賞
　

作
品
名  

渓
流

作
者
名  

豊 

田 

三 

郎

　
　
　
　
　

︵
鳴
門
市
︶

 

テ
ー
マ
﹁
里
山
の
生
活
﹂

金
賞  

該
当
者
な
し

銀
賞
　

作
品
名  

ぼ
く
ら
山
っ
子
も
ち

作
者
名  

上 

野 

あ 

や
︵
上
勝
町
︶

　
映
画
﹃
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹄

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
全

国
の
里
山
風
景
・
生
活
を
テ
ー

マ
と
し
た
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
一
月
二
十
日
か
ら
三

月
五
日
に
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
以
下
の
受
賞
作
品

４
点
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　グ
ラ
ン
プ
リ 

※
テ
ー
マ﹁
里
山
の
風
景
﹂﹁
里
山
の
生
活
﹂

　
　
　
　
　 

の
２
テ
ー
マ
中
、
最
も
優
秀
な
作
品

作
品
名
　

里
山
の
ポ
ス
ト

作
者
名
　

雪 

岡 

正 

純
︵
大
阪
府
︶
 
敬
称
略
 

審
査
員
コ
メ
ン
ト
　

　
雪
景
色
の
中
に
佇
む
、
赤
い
郵
便
ポ
ス
ト
の
存
在
感

が
美
し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ね
ば
り
強
く
撮
影
チ
ャ
ン
ス
を
待
た
れ
た
と
い
う
思

い
が
つ
た
わ
り
ま
し
た
。

日本損害保険協会から 「軽消防自動車」 が寄贈されました

　社団法人 日本損害保険協会 （会長  隅  修三） は、平成23年度に全国21市区町村および離島

７市町村に小型動力ポンプ付軽消防自動車を寄贈したうちの１台が本町に寄贈されました。

　２月24日⑥に、役場本庁前で受納式が開催された後、藤川分団に配備されました。

　寄贈された小型動力ポンプ付軽消防自動

車は、狭い道路での走行や四輪駆動による

悪路での走行に向いているため、火災発生

時などに機動

性が発揮され

る迅速な消火

活動等が期待

され、消防力

の向上が期待

されます。

　３月８日に、高齢者叙勲の伝達式が県庁で行わ

れました。本町からは森西賢治 氏が昭和59年１月

から町議会議員として通算16年にわたり地方自治

の発展に貢献された功績（地方自治功労）を称えられ、

内閣総理大臣より旭日単光章が授与されました。

　今回受章した高齢者叙勲は、国家又は公共に対

し功労のあった方が春秋叙勲によりいまだ叙勲さ

れていない功労者のうち88歳になった者を春秋叙

勲とは別に叙勲するもので、各省庁の大臣等から

内閣総理大臣に候補者が推薦され、賞勲局で審査

を行い、閣議決定の上、裁可を得て発令される叙

勲です。

旭日単光章旭日単光章    受章受章旭日単光章旭日単光章    受章受章旭日単光章  受章叙 勲

消防庁長官功消防庁長官功労章を受を受章消防庁長官功消防庁長官功労章を受を受章消防庁長官功労章を受章
　さる3月8日、東京都ニッショー

ホールにおいて、上勝町消防

団長 金石精一 氏が消防活動の

最高栄誉である「消防庁長官

功労章」を受章されました。

　永年にわたる消防活動に対

するご尽力、ご功績に感謝し

お喜びを申し上げると共に、益々

のご活躍をご期待申し上げます。

金石 消防団長
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受賞作品から「満月と見た上勝」の１コマ



上勝小学校
　ご卒業おめでとうございます。

　「努力、継続する力、体力」の３つの力を持ち続け、自分の夢や目標を

実現させてください。中学校での更なるご活躍を期待しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上勝小学校長　賀 川  　實

上勝中学校
　ご卒業おめでとうございます。

　ふるさと上勝と母校上勝中学校に誇りをもって、それぞれの夢や目標に

向かって一歩ずつ進んでください。

 " If you can dream,you can do it in reality ! "  

　（夢をもつことができれば、実現できる！）　　  上勝中学校長　田 首 俊 彦

彩保育園
　ご卒園おめでとうございます。

　両の手のひらをあわせた中の珠玉の玉として生まれ、愛され慈しみ育った

みんな。こんなに大きくなりました。たくさんの体験を通し、みんなで楽しく

遊び、協力することを覚え、小さな子ども達にも優しく接することができます。

　この広い大空に巣立つ第一歩を今、ここに見届けることができました。

これからも幸あれと願います。　　　　　　　彩保育園長　高橋小枝子

　
三
月
四
日
、
日
曜
日
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
﹁
上
勝
町
町
内
一
斉
清
掃
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
﹁
一
斉

清
掃
日
和
﹂
と
は
言
い
難
い
天
候
で

の
清
掃
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
各
地
区
か
ら
合
計
で
約
二
百

五
十
七
人
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、

約
五
・
六
ト
ン
︵
軽
ト
ラ
ッ
ク
五
十

五
台
分
︶
の
不
法
投
棄
物
を
拾
い
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
型
の
物
で
多
か
っ
た
の
は
、
タ

イ
ヤ
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
等

の
家
電
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

引
取
時
に
お
金
が
掛
か
る
こ
と
が
、

不
法
投
棄
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
無
料
で

廃
棄
で
き
る
鉄
ク
ズ
等
も
多
く
、
単

純
に
﹁
有
料
だ
か
ら
不
法
投
棄
さ
れ

る
﹂
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
毎
回

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨

て
ご
み
も
多
く
、
こ
れ
ら
を
未
然
に

防
ぐ
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
先
の
話
。

今
は
目
の
前
に
あ
る
物
を
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
﹁
出

来
る
だ
け
環
境
に
い
い
方
法
で
﹂
。

と
い
う
わ
け
で
、
午
後
は
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
の
分
別
・
洗

浄
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

も
随
分
と
慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
、

一
般
参
加
者
が
も
は
や
玄
人
。
手
際

良
く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
終

了
時
間
も
例
年
よ
り
早
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
ま
た
参
加

出
来
な
く
と
も
何
ら
か
の
形
で
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
か
と
辛
い
出
役

で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
意
識
高

揚
と
思
い
出
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
三
年
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町
内
一
斉
清
掃
実
行
委
員
会

手慣れた手つきで分別する参加者

　2月18日⑦、上勝町福原において、森づ

くりボランティアin 上勝が上勝町林友会・

上勝なでしこ愛林会主催により、町内外か

ら22名の参加を得て実施されました。
 

　この事業は、⑳とくしま森とみどりの会

の「県民参加森づくり事業、平成23年度

緑の募金森づくりボランティア活動支援事業」

の支援を頂き実施しており、間伐作業等の

体験を通じて、間伐の大切さや大変さを感

じてもらうと共に、人々の生活や環境と森

林との関係について理解と関心を深めても

らうことを目的に開催されました。

　今回の森づくりボランティアでは、間伐

作業を行い、作業後は間伐材を温泉の燃料

に加工（チップ加工）する作業を見学しま

した。帰りにはその木質バイオマス（木材

チップ）で沸かした月ヶ谷温泉のお風呂に

入り、1日の作業の疲れを癒していただき

ました。

　当日は雪が降る中での作業となりました

が、お昼には温かい豚汁のおもてなしがあ

り、寒さを感じることなく作業をすること

ができました。

森づくりボランテづくりボランティア　ア　 森づくりボランテづくりボランティア　ア　 森づくりボランティア　 上勝上勝上勝ininin
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町
内
一
斉
清
掃

上
勝
町

ご卒業
・ご卒園 おめでとうございますご卒業
・ご卒園 おめでとうございます



上勝町無料電話健康相談 0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
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報

川

人

　

愛
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健
康
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に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

　みなさんこんにちは。ようやく寒さも和らぎ、春の訪れを感じる

今日この頃ですね。新年度を迎え、今後も上勝町のために努力して

いく診療所でありたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、今年度は糖尿病からスタートします。今月は入門編です。

はじめに、血糖について説明しないとね。食べものや飲みも

のを消化して作られる、ブドウ糖というものを知っているかい？ 

からだを動かすエネルギー源とな
るものだよ。血液の流れに乗って
からだの細胞に運ばれて、筋肉や
臓器で使われるんだ。血糖値とい
うのは、血液中にそのブドウ糖が
どのくらいあるかを示すものだね。 

ブドウ糖？ 

それ、なあに？

それがどう糖尿病と 

関係あるんだ？

そんなにいるんだ？

糖尿病になると、ブドウ糖がエネ

ルギーを必要としている細胞の中

に運ばれなくなって、血液のなか

にあふれてしまうんだ。 

平成19年の国民健康・栄養調査による

と、「糖尿病が強く疑われる人」の

890万人と「糖尿病の可能性を否定で

きない人」の1,320万人を合わせると、

全国に2,210万人いると推定されてい

るんだ。しかも、糖尿病が疑われる人

の約4割はほとんど治療を受けたこと

がない人なんだ。

糖尿病ははじめのうち、痛みなどの自

覚症状がないんだ。だから、検査で血

糖値が高かったり、治療が必要といわ

れたことがあっても、そのまま治療を

受けない人が多いんだろうね。 

年間で1万4千人くらい（平成19年人

口動態統計）いるよ。

もうひとつの大きな問題は、合併症だ

ね。糖尿病による腎臓障害で人工透析

を始める人は、年間1万5千人ほどもい

るし、糖尿病が原因の視覚障害の発生

も年間約3,000人もいるからね。

インスリンってなんだ？

インスリンは、からだの中で唯一血糖

を下げるホルモンで、食後に血糖が上

がらないように、調節するはたらきが

あるんだ。それに、血液中のブドウ糖

をからだの細胞に送り込んで、活動エ

ネルギーに変えたり、脂肪やグリコー

ゲンというものに変えて、エネルギー

としてたくわえておくようにするはた

らきもあるよ。

ブドウ糖のコントロールを

しているってことか？

そう。だから、インスリンが不足した

りうまく作用しないと、ブドウ糖が細

胞に取り込まれなくなって、血液中の

ブドウ糖が使えなくなってしまうんだ。

インスリンというホルモンが足り

なくなったり、うまく細胞に作用

しなくなってしまうからだよ。

どうして？

糖尿病で死んじゃう人は？

そう。そうなると、筋肉や内臓にエネ

ルギーが運ばれないから、全身のエネ

ルギーが足りなくなってしまうんだよ。

糖尿病には、実はいくつかのタイプ

があるんだ。１型糖尿病、２型糖尿病、

遺伝子異常や、ほかの病気や薬剤の

作用によるもの、それに妊娠糖尿病

だね。

１型糖尿病

膵臓のβ細胞というインスリンを作る細胞

が破壊され、からだの中のインスリンの量

が絶対的に足りなくなって起こる。子供の

うちに始まることが多く、以前は小児糖尿

病とか、インスリン依存型糖尿病と呼ばれ

ていた。
 

２型糖尿病

インスリンの出る量が少なくなって起こる

ものと、肝臓や筋肉などの細胞がインスリ

ン作用をあまり感じなくなる（インスリン

の働きが悪い）ために、ブドウ糖がうまく

取り入れられなくなって起こるものがある。

食事や運動などの生活習慣が関係している

場合が多い。わが国の糖尿病の95％以上は

このタイプ。
 

遺伝子の異常や

ほかの病気が原因となるもの

遺伝子の異常や肝臓や膵臓の病気、感染症、

免疫の異常などのほかの病気が原因となって、

糖尿病が引き起こされるもの。薬剤が原因

となる場合もある。
 

妊娠糖尿病

妊娠中に発見された糖尿病。新生児に合併

症が出ることもある。

それで血糖が上がっちゃうんだね。 

糖尿病の種類

　来月は、糖尿病を放っておくとどうなるか？と糖尿病の

検査についてです。

　なお、診療所で行っている生活習慣病教室は、今年度も

続けていきます。ご希望の方は申し出てください。

脳

血
管

脂肪細胞脂肪細胞脂肪細胞 筋肉筋肉筋肉

心臓心臓心臓

肝臓肝臓肝臓

すい臓すい臓すい臓

腸管腸管腸管

インスリンが
ブドウ糖を細胞
内にはこぶ

エネルギー 
となる

インスリンの
流れ

インスリン

ブドウ糖

ブドウ糖を
燃やすところ

ブドウ糖を
蓄えるところ

1011

糖尿病は血糖値が高くなる病気だ

糖尿病には 
いくつかのタイプがある

糖尿病の疑いが強い人は
約890万人いる。
そのうち、ほとんど治療 
を受けたことがない人が
約４割もいる。

糖尿病ってどんな病気？

糖尿病の人って
どのくらいいるの？

インスリンの作用って？
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● 

国
保
の
特
定
健
診
に
該
当
さ
れ

　
る
方
へ
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
て

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
は
、
各
世
帯
ご
と
に
お
送
り
し

　
ま
す
。

● 

社
会
保
険
に
ご
加
入
の
方
の
特

　
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
職
場
の

　
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。 

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
及
び

骨
密
度
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

毎
月
第
四
水
曜
日

午
後
二
時
か
ら

場
　

所
⋯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　

師
⋯
株
本
泰
輔 

先
生

参
加
費
⋯
五
百
円

　
ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

無
理
の
な
い
筋
ト
レ
体
操
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
五
月
二
十
三
日

︵
水
︶か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

秋
頃
か
ら
実
施
の
予
定

講
　

師
⋯
徳
島
大
学 

三
浦 

哉 

先
生

参
加
費
⋯
無
料

　
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
や
大
き
な
ゴ
ム

ボ
ー
ル
を
使
い
、
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
す
。

年
に
二
回
実
施
予
定

講
　

師
⋯
松
下
信
義 

先
生

参
加
費
⋯
五
百
円

　
腹
式
呼
吸
で
基
本
の
５
ポ
ー
ズ

を
と
り
、
心
身
を
活
性
化
し
ま
す
。

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
お
口

の
相
談
日
を
毎
月
二
日
開
催
し
て

い
ま
す
。
歯
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

歯
医
者
へ
か
か
っ
て
い
る
方
で
も
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　

き
⋯
①
４
月
12 
日
︵
木
︶ 

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11 
時

　
　
　
　

②
４
月
23
日
︵
月
︶

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11 
時

と
こ
ろ
⋯
上
勝
町
診
療
所

　
保
健
師
等
に
よ
る
妊
婦
訪
問
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の

健
や
か
な
成
長
と
お
母
さ
ん
の
育

児
を
応
援
す
る
た
め
に
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
ご
家
庭
に
保
健
師

等
が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

体
重
測
定
や
健
康
状
態
の
確
認
、

育
児
や
産
後
の
生
活
な
ど
の
相
談

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
訪
問

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
６
月
１
日︵
金
︶
・
９
月
７
日︵
金
︶

・
12
月
７
日︵
金
︶
・
３
月
１
日︵
金
︶

　
該
当
の
方
に
は
事
前
に
個
別
通

知
い
た
し
ま
す
。

︿
主
な
健
診
内
容
﹀

　
身
体
測
定
、
内
科
健
診
、
聞
こ

え
と
言
葉
の
相
談
、
心
の
相
談
、

歯
科
健
診
・
相
談
、
栄
養
相
談
、

育
児
相
談 

な
ど

乳
児
〜
小
学
六
年
生
対
象

開
催
日
未
定

　
フ
ッ
素
塗
布
を
は
じ
め
、
栄
養

や
保
健
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
の
コ
ー
ナ
ー
等
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
の
方
へ
は
事

前
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
保
健
事
業
に
つ
い
て

も
、
事
前
に
広
報
や
個
別
通
知
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

● 

な
お
、
育
児
相
談
や
健
康
相
談

　
は
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

● 

参
事
兼
企
画
環
境
課
総
括

　
桑 

原 

定 

夫
︵
参
事︵
産
業
課
総
括
︶︶

● 

参
事
兼
住
民
課
長

　
桑 

原 

波 

枝
︵
住
民
課
長
兼
支
所
長
︶

● 

参
事
兼
総
務
課
長

　
花 

本  

　
靖
︵
総
務
課
長
︶

● 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
支
所
長

　
山 

田 

三 

郎
︵
産
業
課
主
幹)

● 

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
細 

束 

仁 

美 

● 

企
画
環
境
課
長

　
東
　

ひ
と
み
︵
産
業
課
主
幹
︶

● 

議
会
事
務
局
長

　
井 

本 

直 

幸

● 

建
設
課
主
幹

　
中 

原 

雅 

和 

● 

建
設
課
課
長
補
佐

　
吉 

積 

弘 

成
︵
産
業
課
課
長
補
佐
︶

● 

住
民
課
課
長
補
佐

　
清 

井 

信 

子
︵
住
民
課
福
祉
係
長
︶

● 

教
育
委
員
会
局
長
補
佐

　
新 

開 

晴 

美
︵
教
育
委
員
会
係
長
︶

● 

総
務
課
行
政
係
長

　
新 

田 

秀 

子
︵
税
務
課
税
政
係
長
︶

● 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

　
笹 

尾 

高 

七
︵
建
設
課
耕
地
係
長
︶

● 

産
業
課
林
業
振
興
係
長

　
久 

保 

昌 

弘
︵
建
設
課
地
籍
係
長
︶

● 

総
務
課
財
政
係
長

　
石 

木 

由 

雄
︵
産
業
課
農
業
振
興
係
長
︶

● 

企
画
環
境
課
事
務
主
任

　
久 

米 

繁 

樹
︵
産
業
課
事
務
主
任
︶

● 

住
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
派
遣

　
中 

尾 

陽 

子
︵
住
民
課
事
務
主
任
︶

● 

住
民
課
事
務
主
任

　
三 

原 

知 

美
︵
住
民
課
主
事
︶

● 

産
業
課
事
務
主
任

　
長 

木 

孝 

浩
︵
総
務
課
主
事
︶

● 

建
設
課
事
務
主
任

　
清 

田 

祐 

志

● 

建
設
課
事
務
主
任

　
泉 

原 

英 

和
︵
建
設
課
主
事
︶

● 

出
納
室
主
事
兼
議
会
事
務
局
主
事

　
山 

田  

　
翠
︵
出
納
室
主
事
︶

● 

建
設
課
主
事

　
西  

　
利 

明
︵
建
設
課
主
事
補
︶

● 

企
画
環
境
課
主
事
補

　
新
居
真
季
子
︵
産
業
課
主
事
補
︶

● 

住
民
課
主
事
補

　
田 

村 

真 

一

● 

企
画
環
境
課
主
事
補

　
松 

満 

芳 

典 

● 

税
務
課
主
事
補

　
浅 

野  

　
豪 

　
寺 

西 

重 

築
︵
議
会
事
務
局
参
事
兼
局
長
︶

　
寺 

西 

泰 

子
︵
上
勝
町
診
療
所
看
護
師
長
︶

と　き と こ ろ

７月13日⑥

７月19日⑤

７月21日⑦

８月８日④

コミュニティセンター

旭基幹集落センター

高鉾公民館

傍示定住センター

と　き 内　容

９月６日⑤

９月26日④

子宮がん

乳がん、骨密度

健
康
診
断
・
健
診

特
定
健
診
と
が
ん
検
診

各
種
運
動
教
室

歯
の
健
康
相
談

子
育
て
に
関
す
る
こ
と

貯
筋
教
室

平
成
二
十
四
年
度

　
　
　
　
　
の

予
定

女
性
の
が
ん
検
診

※今年は２日に分けて行います。

　会場は両日ともコミュニティセンター

三
浦
先
生
の
運
動
教
室

チ
ベ
ッ
ト
体
操

乳
幼
児
健
康
診
断

上
勝
っ
子
フ
ェ
ス
タ

そ 

の 

他

妊
婦
訪
問
、赤
ち
ゃ
ん
訪
問

切干大根と 
ひじきの和えもの

■つくり方
❶切干大根とひじきはそれぞれ水に
　浸して戻し、水気をかたく絞る。
　ひじきは沸騰した湯でさっとゆで、
　そのまま冷ます。
❷トマトはへたを除き、４つ割りにする。
❸　を混ぜ合わせる。
❹切干大根、ひじき、大豆を❸とよく
　混ぜ、トマトを加えて器に盛りつける。

■ 材　料 （２人分）

切干大根（乾燥）…20ℊ
ひじき（乾燥）……10ℊ
プチトマト………４個
水煮大豆…………20ℊ
　　醤油……大さじ1/2
　　酢………大さじ１
　　砂糖……小さじ１・3/1
　　だし……小さじ２
　　ごま油…小さじ1/3

☆鉄たっぷりの野菜料理☆

鉄たっぷりの組み合わせ！サラダ風の和えものでさっぱりと。

＊75kcal ＊鉄分4.1mg
＊食塩相当量1.0g

今年も健診を

　受けましょう！

人 

事 

異 

動

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付
け︵
　

︶は
前
任

本
　

庁

新
規
採
用

退
　

職

︵
会
計
管
理
者
兼

  

出
納
室
主
幹
︶

︵
総
務
課
課
長
補
佐
総
括
兼 

　
財
政
係
長
︶

︵
建
設
課
課
長
補
佐
兼 

　
建
設
係
長
︶

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
兼 

　
支
所
主
事
︶

行政情報がテレビトクシマのデータ放送で 
ご覧いただけるようになりました

テレビトクシマのデータ放送で、行政情報がご覧いただけるようになりました。

役場からのお知らせや、地区ごとのゴミカレンダー等が表示されます。ご活用下さい。

【使い方】

　地デジの111ch（チャンネルとくしま）に合

わせて、テレビのリモコンの「ｄ」ボタンを押

します。黄色ボタンから地域設定をしておくと、

役場からのお知らせが常に表示されます。

（設定方法や使い方の問い合わせは 

  088－655－4000 テレビトクシマまで）

　４月からテレビトクシマで「テレビ大阪」の

再送信を開始します。

　町内でケーブルテレビ事業を行っているケー

ブルテレビ徳島（テレビトクシマ）は、テレビ

大阪の再送信を開始します。

【再送信開始時期】　平成24年４月１日から

【放送チャンネル】　・地デジ　　７ch

　　　　　　　　　・アナログ　11ch　

　（2015年3月までは、デジアナ変換にてアナ

　  ログでも放送します。）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

案 内 板
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（道路等の修路作業）建設課臨時職員募集！

　東日本大震災義援金について、被災者に

対する継続した支援の必要があることから、

義援金の受付期間を平成24年９月30日①

まで延長することになりました。

　集められた募金は、関係機関で構成され

る義援金配分委員会で決定し、被災者の皆

様へ配分されます。

　多くの方のご協力をお願い申し上げます。

 お問い合わせ先

　上勝町社会福祉協議会

　上勝町ボランティアセンター

　TEL 46－0919　IP 050－3438－7660

　平成24年４月１日付けで、新たに上勝町

から障害者相談員として、次の方々が委嘱

されました。（以前、徳島県により委嘱）

　身体障害・療育各手帳の申請や障害福祉

サービス等関係について、相談したいことや、

ご意見等ある方は、各障害者相談員までお

気軽にお申し出ください。

　身体障害者相談員　太 房 和 敏 さん

　　　　　　　　　　　 （傍示）

　知的障害者相談員　新 居 冴 子 さん

　　　　　　　　　　　 （生実）

■職種・作業内容・人数

　＊修路作業員

　＊作業内容

　　道路沿線等の除草及び枝打ち・側溝浚渫・

　　土砂取除き等の作業

　＊採用予定数　１名

■条　件

　＊日　　給　10,000円／日程度

　＊そ の 他　時間外手当・通勤費支給

　　　　　　　健康保険・厚生年金・雇用保険

　　　　　　　の加入

　＊就業場所　上勝町内（現場）

　＊勤務時間　午前８時30分～午後５時15分

　　（気象等により時間外及び休日勤務有り）

　＊雇用期間　平成24年４月16日～ 

　　　　　　　平成25年３月31日

　＊応募資格　概ね30歳から60歳までの方

　　　　　　　　　　　　　　　（離職者）

　　　　　　　普通免許を有する方

　　　　　　　体力に自信のある方

　　　　　　　草刈機での作業経験のある方

■応募方法等

　＊応募期間及び締め切り日 

　　平成24年４月５日⑤～

　　平成24年４月13日⑥必着 

　＊提出物 

　　履歴書 

　　（市販の履歴書１通に写真貼付のこと）

　＊採用試験等 

　　ϱ 日時　応募者に後日、連絡

　　ϲ 選考　面接等による

  ＊申込先、問い合わせ先＊

　  〒771－4501

　  勝浦郡上勝町大字福原字下横峯３番地１

　  上勝町役場　建設課

　  TEL：0885－46－0111（代表）

　  ＩＰ：050－3438－8071

徳島県共同募金会よりお知らせ

「東日本大震災」に係る東日本大震災」に係る 
受付期間の延長について受付期間の延長について

「東日本大震災」に係る東日本大震災」に係る 
受付期間の延長について受付期間の延長について
「東日本大震災」に係る 
受付期間の延長について

障害者相談員が
委嘱されました

上勝町では、平成24年度について道路等修路作業のため、臨時職員を募集いたします。

青年会会員も随時募集中！！

　バレーボール大会や夏祭りなど楽しいことが盛り

だくさん！一緒に上勝を盛り上げませんか？いつで

もお気軽にご参加ください！！

固定資産税縦覧帳簿の縦覧
　納税者の方が縦覧帳簿により土地や家屋

の評価額を比較し、自らの土地や家屋の評

価額の適正さを判断していただくために行

うものです。

＊縦覧期間　４月２日㈪〜５月31日㈭

＊縦覧時間　８時30分〜17時

＊縦覧できる人

　固定資産税の納税者又はその代理人

　（委任状が必要）

＊閲覧に必要な書類 

　本人確認ができる書類 

　（納税通知書、課税明細書、運転免許証など）

＊閲覧場所　役場税務課

　　　　　　なお、従来の固定資産税課税

　　　　　　台帳の閲覧も行います。

放射能測定器の 
貸し出しを行います

　生活環境の安心・安全を確保するため放射

能の測定が簡単にできる測定器一台を購入し

ております。

　４月２日㈪から企画環境課において、町民の

方が町内で、前述の目的に即した利用をされ

る場合において無料で貸し出しを行います。

　ただし、導入台数が一台のみのため、希望

者が複数となった場合は、必ずご希望の日時

に貸し出しができるとは限りません。

　また、使用方法等の説明時間が、30分程

度必要となりますので、ご希望の方は、あら

かじめ下記まで予約を入れて下さい。

　詳しくは、企画環境課環境係まで、お問い

合わせ下さい。

　　　企画環境課　0885－46－0111

　高校・大学・専門学校に進学される方に

奨学資金をお貸しします。

■貸付対象者

　上勝町に過去３年以上居住し、高等学校

　または、これと同程度の学校及び４年制

　大学、短期大学、高等専門学校及び修業

　年限が２年以上の専修学校に進学した者。 

■貸付要件

　ϱ経済的理由により修学が困難と認めら

　　れる者、その他特別の事情がある者。

　ϲ本町に過去３年以上住所を有する者。

　ϳ学業成績が極めて優秀である者。

　ϴ学習意欲が旺盛で心身ともに堅実な者。

■貸付額　　高校生　月額２万円

　　　　　　大学生　月額３万円

■貸付期限　在籍する学校の最短修業年限。

■返　還

　卒業後、１年を据え置き、貸し付けした

　年数で償還していただきます。利子は無

　利子です。

■申込期間

　４月２日②から４月27日⑥まで。

　県の奨学金制度もございます。詳しくは

町教育委員会までお問い合わせください。

お誘いあわせ、多数出場をお待ちしています。

■日　時　４月29日①

■場　所　上勝中学校体育館

■受　付　８時30分～　

■開会式　９時　［試合開始］９時30分

■要　　項

　６人制。コートの中に選手として常時、女

　性２名以上、上勝町民２人以上が出場して

　いること。ルール詳細は前年のとおりです

　が、詳しくはお問い合わせください。

■参 加 費　１チーム　2,000円

■申込方法

　名簿（メンバー名前、代表者名、連絡先、

　チーム名を記入）をFAX又は郵送でお送り

　ください。

■申込締切　　４月13日⑥

■申込先およびお問い合わせ

　上勝町役場内  上勝町青年会  岡山、斎藤まで

　〒771-4501 勝浦郡上勝町大字福原字下横峯3番地1

　TEL 0885－46－0111   I P 050－3438－8071
　FAX 0885－46－0323

奨学資金をお貸しします！2012  美馬杯ソフトバレー
　　    ボール大会開催します
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上記以外のその他の品種は町、ＪＡ東とくしま上勝支所に相談ください。

商品名等

なんてん

青もみじ

赤もみじ

ふきのとう

柿

うめ

くり

さくら

もも

はす葉

はす軸

花ゆず

黄金クジャクヒバ

姫南天

いろはもみじ・おおもみじ

血汐・のむら

やつがしら

富有・次郎　等 

紅葉専門品種

小梅・鶯宿・南高　等

銀寄　等

染井吉野・敬翁桜

カイドウさくら・ 

八重さくら　等

花がピンク系の品種のみ

はす芋

葉を出荷目的とする品種

花を出荷目的とする品種

葉を出荷目的とする品種

赤色は除外

葉及び軸を出荷

花を出荷目的柚苗木

事業対象品種等 備　　考

　
香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業
の

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
要
望

さ
れ
る
方
は
、
平
成
二
十
四
年

五
月
十
一
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
申
込
く
だ

さ
い
。

 

対
　

象 

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

　
町
奨
励
品
種
の
香
酸
柑
橘
苗

　
木
を
購
入
す
る
場
合
。

　
町
奨
励
品
種
に
つ
い
て
は
、

　
す
だ
ち
︵
本
田
系
、徳
島
１
号
、

　
そ
の
他
︶、

　
ゆ
ず
︵
木
頭
７
号
、
山
根
、 

　
そ
の
他
︶、 

　
ゆ
こ
う
　

と
す
る
。

　
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
町
が

　
奨
励
品
種
と
認
め
る
も
の
と

　
す
る
。

②
国
・
県
等
補
助
事
業
の
採
択

　
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

　
二
十
本
以
上
の
植
え
付
け
を

　
実
施
す
る
者
。

③
認
定
農
業
者
及
び
そ
の
他
農

　
業
者

 

助
成
費

①
認
定
農
業
者

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内

②
そ
の
他
農
業
者

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内

 

条
　

件

①
事
業
実
施
前
、
香
酸
柑
橘
生

　
産
振
興
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ

　
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提

　
出
す
る
こ
と
。

②
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八

　
日
ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す

　
る
こ
と
。

③
事
業
完
了
後
、
香
酸
柑
橘
生

　
産
振
興
事
業
完
了
書
に
必
要

　
資
料
を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と

　
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

　
る
こ
と
。︵
添
付
資
料
　

納
品

　
写
真
、
植
え
付
け
完
了
写
真
、

　
領
収
書
︶

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
産
業
課

■
申
込
先

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所

　
彩
苗
木
購
入
補
助
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
要
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十

一
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま

上
勝
支
所
に
申
込
く
だ
さ
い
。

  

対
　

象

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

　
多
年
生
の
彩
苗
木
等
 
別
表
 

　
を
導
入
す
る
場
合
。

　
品
種
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
東

　
と
く
し
ま
上
勝
支
所
ま
た
は

　
㈱
い
ろ
ど
り
と
協
議
の
こ
と
。

②
個
人
が
彩
の
販
売
を
目
的
と

　
し
て
購
入
し
た
苗
木
等
で
、

　
苗
木
等
購
入
費
が
二
〇
、〇
〇

　
〇
円
以
上
の
場
合
。

※
単
年
ご
と
の
花
な
ど
は
対
象
外
。

 

助
成
費

①
認
定
農
業
者

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内

②
そ
の
他
農
業
者

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内

 

条
　

件

①
同
じ
品
目
へ
の
助
成
は
、
年

　
度
中
に
一
度
と
す
る
。

②
上
勝
町
内
の
農
地
等
で
事
業

　
を
行
う
場
合
に
限
る
。

③
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

　
ま
上
勝
支
所
購
買
課
を
通
し

　
て
実
施
す
る
こ
と
。

④
事
業
実
施
前
、
彩
農
業
等
育

　
成
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ
東
と

　
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

　
る
こ
と
。

⑤
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八

　
日
ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す

　
る
こ
と
。

⑥
事
業
完
了
後
、
彩
農
業
等
育

　
成
事
業
完
了
書
に
必
要
資
料

　
を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

　
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

　︵
添
付
資
料
　

納
品
写
真
、
植

　
え
付
け
完
了
写
真
、
領
収
書
︶

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
産
業
課

■
申
込
先

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金

彩
農
業
等
育
成
事
業

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業

（別表）

提出

申請

決定通知

報告

確定

請求

支払い

申請

決定通知

通知

助成予定期間 平成24年４月１日〜平成26年３月31日（２年間）

・短期(1年未満)または季節労働的雇用                

・新規雇用者に対して支払われる給与(賃金)及び法定福利費以外の経費

・勤務地、居住地が町外となる者                

・国・県・町などから別に雇用者に対する助成金等を受けている場合

・福祉関係は対象外

新規雇用

給与・業務内容等の決定

雇用実施計画書作成

実績報告書作成

請　求　書

確　　　認

助成金精算

助成金交付申請書作成
（年度毎に必要）

事業に変更が生じた場合
助成金交付変更申請書作成

受理・審査
変更交付決定

⑴緊急雇用終了者の継続雇用 
⑵新卒者・無職の雇用（新規雇用） 
・年齢は50歳以下(Ｈ24.４.１現在) 
・９月30日までに町内に住むこと 
・１年以上雇用すること 
・雇用時点では町内外は問わない 
　（１事業主当たり10名以内）

県の最低賃金以上

(Ｈ24.４.１現在 647円/h)

…雇用者の確認必要

・新規雇用の申請は雇用 
   後３ヶ月の実績を経た 
   後、緊急雇用の継続の 
   場合は４月末日までに 
   申請すること。

３ヶ月間・業務に従事

助成額を超した部分
は事業主負担とする

給与＋法定福利の50％

以内又は120万円（年）

のどちらか低い額

助成額：

募　集：4/1〜9/30

＊応募が20名程度（予算の範囲内）

　に達した時点で受付け終了

受理・審査
（受付20名程度）

内示

受理・審査

交付決定

受理・審査

交付確定

町内で産業を営む者上 勝 町 事 業 主

雇用の継続

＊実績に応じ部分払い可能（実績の90%以内）

…（３月31日）

 (対象者は先着順)

対 象 事 業 主
農林水産業、建設業、製造業、電気・ガス・水道業、運輸・通信業 

卸売・小売業、飲食業、サービス業等を町内で営むもの

対　 象 　外

平成24年度  上勝町雇用推進事業の概要

お問い合わせ等 産業課　Ԡ 46－0111

（様式１）と雇用契約書（写し）を提出

（様式２）

（様式３）

（様式４）

（別紙様式２）
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　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成

24年度及び平成25年度の保険料率（被保険者均等割額・所得

割率）が決定しました。 

　後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに納めてい

ただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財

源となります。

● 保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、

　個人単位で計算します。保険料の上限は年額55万円です。

● 保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保

　 険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が 軽減されます。

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ゴミステーション

　廃タイヤ 
　　……１㎏まで毎に100円

　家電製品…有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

軽 自 動 車 税 全期分

納期限 平成24年５月１日

督促状の出るもの

後期高齢者医療保険料 ８期分

　納期限は４月２日でしたが、まだ未納の方
が見受けられます。未納者には、４月20日に
督促状を送付します。早急に納めてください。

　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相談

についてもお気軽にご相談ください。

上記にて障害者の方の支援、相談を受付てい
ます。障害者手帳の取得、補装具、住宅改修、
居住サービス等どんなことでもお手伝いいた
しますので、お電話お待ちしています。   

４月25日㈬  13時〜16時30分

高鉾公民館

心 配 ご と 相 談

４月28日㈯  ９時〜正午 

※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

英 会 話 教 室

毎週木曜日  無料（５日は休講） 
初級クラス  19時〜20時 

上級クラス  20時〜21時

高鉾公民館

申込み・問合せ  教育委員会（45−0111）

保険料率改定のお知らせ

後期高齢者医療制度

平成24年度

48,900円（被保険者全員が等しく負担）均等割額

9.51％　（被保険者が所得に応じて負担）所得割率

保険料 ＝ 被保険者均等割額 48,900円 ＋

　　　　｛（総所得金額等－33万円）× 所得割率 9.51％｝

被保険者全員の所得がない（年金収入
80万円以下）

33万円＋
(24万５千円 ×世帯主以外の被保険者数）以下

33万円＋（35万円×被保険者数）以下

９割

世帯の所得額の合計
均等割額の
軽減割合

５割

２割

33万円以下     8.5 割

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。

均等割額の軽減

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じ
て、所得割額が軽減されます。

所得割額の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保
組合以外の健康保険の被扶養者となっていた方が
対象となります。

基礎控除（33万円）後の総所得金額等

58万円以下

所得割の軽減割合

５割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

被用者保険の

被扶養者

【お問合せ先】　上勝町住民課　
　　　　　　　Ԡ 0885－46－0111 I P 050－3438－8071

学生納付特例期間の年金はどうなるの？

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。

　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

　国民年金保険料を納めることが困難な学生の方には、本人の前年の所得が一定額

以下の場合、保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生

　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校

（知事の認可を受けている学校で修業年限が１年以上である課程）に在学する

20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が118万円以下であるとき。

■手続き

　在学証明書または学生証の写し、年金手帳、印鑑をご持参の上、住民登録を

している市町村役場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要

です。）

■承認を受けた期間

　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合には、障

害基礎年金または遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例

期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の年金

額には反映されません。

■保険料の追納制度

　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年

金額が少なくなります。このため、これらの期間について10年以内であれば、

あとから保険料を納付することができる「追納制度」があります。なお、納付

猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する場合

には、承認を受けた当時の保険料額に、経過期間に応じ政令で定める額が加算

されます。

「学生納付特例制度学生納付特例制度」をご存知ですか！」をご存知ですか！「学生納付特例制度学生納付特例制度」をご存知ですか！」をご存知ですか！「学生納付特例制度」をご存知ですか！

障害基礎年金
遺族基礎年金
受給資格期間に

受給資格期間に

納　　付

入ります

○

入ります

○

されます

○

入ります

○

入ります

○

されません

×

入りません

×

入りません

×

されません

×

学生納付特例 未　　納

年金額に計算

老
齢
基
礎
年
金

扶養されてる方に、20歳以上の学生の方はいらっしゃいませんか？
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新しい在留管理制度はどういう制度なの？

　新しい在留管理制度は、外国人の適正な在留の確保に資するため、法務大臣が、我が国に在留

資格をもって中長期間在留する外国人を対象として、その在留状況を継続的に把握する制度です。

　この制度の対象者には、氏名等の基本的身分事項や在留資格、在留期間が記載され、顔

写真が貼付された在留カードが交付されます。

　また、この制度の導入により在留状況をこれまで以上に正確に把握できるようになりま

すので、在留期間の上限をこれまでの３年から最長５年とすることや、出国の日から１年

以内に再入国する場合の再入国許可手続を原則として不要とするみなし再入国許可制度の

導入など適法に在留する外国人の方々に対する利便性を向上する措置も可能になります。

　なお、新しい在留管理制度の導入に伴って外国人登録制度は廃止されることになります。

「新しい在留管理制度」の対象となる人たちは？

　新しい在留管理制度の対象となるのは、入管法上の在留資格をもって我が国に中長期間

在留する外国人（「中長期在留者」といいます。）で、具体的には次の①〜⑥のいずれにもあ

てはまらない人です。 

 ϱ 「３月」以下の在留期間が決定された人 

 ϲ 「短期滞在」の在留資格が決定された人 

 ϳ 「外交」 又は 「公用」 の在留資格が決定された人 

 ϴ ϱからϳの外国人に準じるものとして法務省令で定める人 

 ϵ 特別永住者 

 ϶ 在留資格を有しない人  

入国の審査

　旅券に上陸許可の認証をするとともに、上陸許可によって中長期在留者と

なった方には在留カードを交付します。

　（注）在留カードが交付されるのは、2012年（平成24年）７月からの制度導入

　　　当初は、成田空港、羽田空港、中部空港及び関西空港に限定されます。

居住地以外の（変更）届出

　氏名・生年月日・性別・国籍・地域の変更届出

　在留カードの有効期間更新申請（永住者・16歳未満の方）

　在留カードの再交付申請（在留カードの紛失等）

　所属機関・配偶者に関する届出

居住地の（変更）届出

2012012年７月９日から年７月９日から 
新しい在留管理制度がスタートします新しい在留管理制度がスタートします

2012012年７月９日から年７月９日から 
新しい在留管理制度がスタートします新しい在留管理制度がスタートします

2012年７月９日から 
新しい在留管理制度がスタートします

日本に在留する外国人の皆様へ

「在留カード」が交付されます

在留期間が最長５年になります

再入国許可の制度が変わります

外国人登録制度が廃止されます

ポイント１　イント１　

ポイント２　イント２　

ポイント３イント３

ポイント４イント４

ポイント１　

ポイント２　

ポイント３

ポイント４

中長期在留者が所持する

「外国人登録証明書」に

ついては、一定の期間「在

留カード」とみなされま

すので、在留カードが交

付されるまで引き続き所

持してください。

新しい在留管理制度における手続の流れ

出入国港で

上勝町で

地方入国管理署で

在留期間更新許可、在留資格変更許可等の際、中長期在留者の方には

新しい在留カードを交付します。
在留審査
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平成24.３.１現在

戸籍の窓口

前月比

人 口

男

女

世帯数

1,901人（　４）
898人（△１）

1,003人（　５）
867戸（　０）

高齢化率　48.55％

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み
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つ

発
信

４
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成
2
4
年

４
月

１
日

発
行
（
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月

１
回

発
行

）
№

4
9
3
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海
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刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を
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用
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て
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す
。

日　　時 救急病院名

４月３日㈫

４月５日㈭

４月７日㈯

４月９日㈪

４月11日㈬

４月13日㈮

４月15日㈰

４月17日㈫

４月19日㈭

４月21日㈯

４月23日㈪

４月25日㈬

４月27日㈮

４月29日㈰

５月１日㈫

勝 浦 病 院  

上勝町診療所

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上勝町診療所

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

605人（　2）

331人（△1）

270人（　4）

326人（　0）

369人（△1）

259戸（　0）

146戸（△1）

134戸（　2）

147戸（　0）

181戸（△1）

（敬称略）

美 馬 廣 美 79歳（福原）

つつしんで
ご冥福をお祈りします

おぎ　しょういち

（荻　 翔  一）

　皆さん、こんにちは。協力隊

の荻です。何も分からない僕ら

を温かく見守ってくださり、助

けていただいたおかげで、今ま

で楽しく過ごせてきました。こ

の一年、上勝でしか経験できな

いことが数え切れないほどあり

ました。それらを僕の一生の糧

として、これから大学に戻って

も頑張ろうと思います。大学へ

戻っても、ここでのつながりを

大切にしたいので、また遊びに

来させてもらおうと思っており

ます。そのときはどうぞよろし

くお願いいたします。

　一年、大変お世話になりまし

た。上勝の皆様に深く感謝申し

上げます。本当にありがとうご

ざいました。

　こんにちは、協力隊の増田です。
　ついこの前来た気がするので
すが、あっという間に季節が一
回りしてしまいました。去年の
4月に上勝町に着いてから、い
ろいろな方に会い、その季節、
その季節でいろいろな事をさせ
ていただきました。皆さんが作
業について丁寧に教えて、見守
って下さったおかげで痩せたこ
とで心配をおかけしたこともあ
りましたが、この一年を大きな
ケガも病気もなく無事に過ごす
事が出来ました。
　皆さんが僕にして下さったよ
うにいつか僕も誰かに優しく出
来ればと思います。本当に近年稀
に見る楽しく、暖かい一年となり
ました。機会があればぜひ遊びに
来ます。皆さん本当にありがとう
ございました。 ます だ　　わたる

（増 田 　 航）

こんにちは赤ちゃん

井 岡 勝 司
朴 　 鳳 順 ｝侑敬・侑靖（福原）

ゆ  き ゆ  う

活動報告会が開催されました

第18期  緑のふるさと協力隊

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

み か ん

お 菓 子

デ コ ポ ン

お 菓 子

バ ナ ナ

お 菓 子

正 木

傍 示

正 木

生 実

正 木

福 原

長 丸 節 子

滑 川 里 香

新 開 智 志

細　束　美穂子

片 山 將 夫

木 川 晴 美

品　　名 住所 氏　　名

２月の視察来町者数平成24年

件　　　　　　  名3 3 3 3 5

　去る３月８日⑤午後７時からコミュニティセンターにおいて、

平成23年度緑のふるさと協力隊の荻翔一さん、増田航さん

より活動報告が行われました。

　協力隊として１年間上勝町で

過ごし、体験した内容を写真や

ビデオを交え紹介されました。

　なお、本年度をもって上勝

町での緑のふるさと協力隊の

受入事業は休止す

ることとなりまし

た。緑のふるさと

協力隊の受入れに

対し、長年にわた

る住民の皆様の暖

かいご支援に感謝

申し上げます。

22

のふるさふるさと協力隊日記と協力隊日記のふるさと協力隊日記 11


